
注　意

1． 指示があるまで，手を触れないこと。

2． 指示に従って，解答用紙に受験番号（算用数字）および氏名をはっきりと記入す

ること。

3． 解答は，解答用紙の指定された箇所に，横書きで記入すること。

4． 問題冊子は 9ページ，解答用紙は 1枚である。もし，問題冊子の落丁，乱丁およ

び解答用紙の汚れなどがあれば，ただちに申し出ること。

5． 問題冊子は持ち帰ること。

〔経済学部〕
2026年度入学試験問題

一般選抜前期日程

小　論　文
「論述（図表理解）」
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問題（150 点）

近年，日本の起業率の低さが問題となっています。図表 1～ 8を見て，以下の設問

に答えなさい。

設問 1

図表 1～ 5を概観し，起業が必要とされている理由と起業に関する問題点につい

て，300字以内で述べなさい。

設問 2

設問 1の解答と次の図表 6～ 8を踏まえて，起業の問題点について，項目別に具体

的な解決策を書き，さらに，地域や社会の問題を挙げ，それを解決するビジネスのア

イデアを 500字以内で述べなさい。

※出題にあたり，元の図表の一部を加工修正しています。
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図表 1　経済成長と企業の市場参入および退出の関係性
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注 1 ：対象地域は，オーストリア，ブルガリア，クロアチア，デンマーク，スペイン，エストニア，フィ
ンランド，フランス，ハンガリー，イタリア，リトアニア，ラトビア，ポーランド，ポルトガル，
ルーマニア，スロバキア，チェコ。2012 － 2016 年

注 2 ：創造的破壊指標は，企業の参入率（１年間における企業の参入数÷活動中の企業数）と退出率（１年
間での企業の退出数÷活動中の企業数）の平均で算出する。Schumpeter（1942）によれば，新しい
技術力をもつような成長力のある企業が市場に参入し，代わって，成長できずに衰退する企業が市
場から退出することで，市場が活性化していくものと考えられる。

出典：Philippe Aghion, Celine Antonin and Simon Bunel.『The Power of Creative Destruction』
（Harvard University Press, 2021 年）より作成
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図表 2　開業率と廃業率の国際比較
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注：日本は年度単位で，それ以外の国は年単位で計算がなされている。

出典：中小企業庁「2023 年版　中小企業白書」より作成
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図表 3　起業に関する経験，認知度，および，関心度に関するアンケート結果

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

社内起業（自社内での起業）

兼業や副業による起業

フリーランス（常時従業員を雇用せず，
消費者向けの店舗を持たず，

自らの技術や技能を拠り所にする起業）

第二創業・ベンチャー型事業承継
（既存の会社・組織の新事業による起業）

再チャレンジによる起業
（一度失敗したが再挑戦による起業）

社会的起業（地域や社会が抱える課題の
解決を目指す起業）

移住を伴う起業

1.3
6.7 13.3 18.7 60.0

1.4
9.1 16.1 18.2 55.2

16.55.7 13.8 23.9 40.2
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8.3 12.2 17.7 58.8

2.1
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1.8

7.7 14.8 16.4 59.3

1.6
9.3 12.8 25.5 50.7

知っているが，関心はない 知らないし，関心もない

自身，自社が該当する 知っており，関心はある 知らないが，関心はある

注：この図は，上記の起業方法に関して，経験があるか，知っているか，および，関心があるかについて，
アンケートをとったものである。

出典：三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング「令和 5 年度　創業意識調査　調査研究報告書」より作成
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図表 6　�起業家教育プログラムを受けた高校生に対する「起業に対する関心」のアン

ケート結果

31.3%

15.9%

23.3%
26.5%

①授業を受ける前の「起業に対する関心」

1. とても興味がある
2. やや興味がある
3. どちらともいえない
4. あまり興味がない
5. 全く興味がない

3.0%

0.08%
46.6%

36.6%

16%

②授業を受けた後の「起業に対する関心」

1. 授業前よりとても関心が高くなった
2. 授業前よりやや関心が高くなった
3. 授業前と変わらない
4. 授業前より関心がやや低くなった
5. 授業前より関心が低くなった

出典：独立行政法人中小企業基盤整備機構「令和 5 年度　創業支援等事業計画機能強化にかかる起業家教
育事業　実施報告書」より作成
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図表 8　自治体や民間による起業支援について

①「自治体等に地域・産業振興計画があり，起業に『積極的』に支援している」か
どうかのアンケート結果

（％）全体
全体 （120,000）
起業無関心者 （81,562）
潜在的起業希望者 （15,563）
起業高関心者 （8,412）
起業前中断者 （1,794）
起業後中断者 （3,290）
起業者 （3,057）
経営者 （6,322）

2.8 11.3 29.0 17.5 15.1 24.2

1.5 8.1 28.3 17.2 16.1 28.8

3.2 15.9 30.8 17.4 13.6 19.1

5.6 17.6 29.1 19.3 13.8 14.6

6.8 24.1 28.0 18.7 12.8 9.5

7.7 21.6 30.9 18.5 12.2 9.0

9.2 21.4 29.7 17.3 12.0 10.4

9.0 19.8 32.6 17.6 11.8 9.1

強くそう思う どちらかと言えばそう思う

どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない

まったくそう思わない わからない

（％）全体
全体 （120,000）
起業無関心者 （81,562）
潜在的起業希望者 （15,563）
起業高関心者 （8,412）
起業前中断者 （1,794）
起業後中断者 （3,290）
起業者 （3,057）
経営者 （6,322）

2.7 9.1 28.1 18.8 16.6 24.7

1.4 6.1 27.3 18.3 17.6 29.3

2.8 12.5 30.0 19.8 15.2 19.6

5.1 15.5 28.5 20.2 15.4 15.3

6.3 18.4 29.3 20.5 14.7 10.8

8.9 19.4 28.6 20.3 13.4 9.4

8.0 18.1 30.3 18.8 13.7 11.2

9.0 17.6 31.7 19.4 13.0 9.3

②「民間の起業支援者が存在し，『積極的』に支援している」かどうかのアンケート結果

強くそう思う どちらかと言えばそう思う

どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない

まったくそう思わない わからない

注 1 ：起業高関心者：現在，起業することを目指している人をさす。
注 2 ：起業前中断者：過去に起業することを目指し，具体的な準備をしたが，そのときは，起業をあきら

めた人をさす。
注 3 ：起業後中断者：過去に起業したが，現在は事業をしていない人をさす。
注 4 ：起業者：起業後 10 年が経過しておらず，現在も事業を継続している人をさす。
注 5 ：経営者：起業後 10 年以上が経過しており，現在も事業を継続している人をさす。
注 6 ：「どちらかと言えばそう思わない」，「まったくそう思わない」および，「わからない」が，起業支援

に対する否定的な意見と捉えられる人をさす。
注 7 ：多くの自治体等では，社会・地域の課題解決や地域振興に資すると認められる事業を行う起業家等

を対象に補助金を出したり，民間の起業支援事業者（地域の金融機関など）と連携して，窓口相談，
起業セミナー，および，起業後のフォローアップ等による支援を実施している。

出典：三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング「令和 5 年度　創業意識調査　調査研究報告書」より作成


